
本体の設置か 6 お使いなれる状態にするまでの手順について説おします。また、装置を再セツトアップす 
る場合もここに記載している説明を参照してください。 


設置と接続(- >24ページ） . 本体の設置にふさわしい場所やラックへの搭載手 

順、背面のコネクタへの接続について説 B 月してい 
ます。 

巧めてのセットアップ(一39ぺージ） . システムを使用できるまでのセットアップ手順に 

ついて説 B 月していまず。ここでは'必要最低限の 
セットアップのみを説 B 月しています。お客様のお 
使いにな6れる環境に合わせた詳細なセットアッ 
プについては第3章で説明していまず。 

管理コンピュータのセットアップ(一59ぺージ） . ネットワーク上のコンピュータからシステムの管 

理-監視をするバンドルアプリケーションのイン 
ストール方法について説明しています。 


再セツトアップ(一60ぺージ) 


システムを再セットアップするち法について説日月 
しています。 









設置と接続 

本体の設置と接続について説 S 月します。 



本装置は卓上または EIA 規格に適合したラックに設置して使用します。 


卓上への設置 



A ミち意 


0 A 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守6ないと、乂傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページな降の説明をご覧ください。 

• 指定 m がの場所に設置しない 


本体の設置にふさわしい場所は次のとおりです。 
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次に示すを件に当てはまるような場所には、設置しないで<ださい。これらの場所に本装置 

を設置すると、誤動作の原因となります。 

• 温を変化の激しい場所(暖房器、エアコン、ち蔵庫などのお<)。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所> 薬品類の近<や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考え6れる場所。 

• 電源コードまたはインタフェースケーブルを足で踏んだり、引っ掛けたりするおそれの 
ある場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど)のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを行ってください）。 

• 本装置の電源コードを化の接巧線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコン 
セントに接続しなければな6ない場所。 

• 電源ノイズ(商巧電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置のおくには設置しないで<ださい。（電源ノイズを発生する装置のおくに設置ずると 
きは電源配線の分離やノイズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して 
巧ってください。） 

卓上に置<場合は、本体底面に添付のゴム足を 

貝より付けてください。 

設置場所がままった6、本体の底面をしっかり 

と持って、設置場所にゆっくりと静かに置いて 

ください。本装置は3台まで積み重ねて置くこ 

とができまず。 

本体の上には質量 SkgtTF の液晶ディスプレイ 

を置くことができます。 


横一列に並んでいるリベット 
のうち.中央にあるリベット 
の上におりがける 



セットアップ 


2已 



ラックへの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い 
合わせぐたさし''〇 

ラックの設置作業は保守サービス会社にイ衣頼することもできます。 



國 

国 


居)/^ 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守目ないと、人が死こずる、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは 、 iii 
ページ W 降の説明をご覧ください。 

• 指定 1 U がの場所で使用しない 

• アース線をガス管につながない 


A ミち意 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページな降の説明をご覧ください。 

• 一人で搬送•設置をしない 

• 一人で部品の取り付けをしない 

• 荷重が集中してしまラよラな設置はしない 

• ラックが不を定な状態でデパイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデパイスをラックから引き出した状態にしない 

• 定格電源を超える配線をしない 


0 

A\ A\ 


次に示すを件に当てはまるような場所には、ラックを設置しないでください。これ6の場所 
にラックを設置したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となりまず。 

• 装置をラックか6完全に引き化せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総質量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所(暖房器，エアコン，ち蔵庫などの近<)。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所、薬品類のお<や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考え6れる場所。 
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• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ，放送/届信用アンテナ，を電線，電磁ク 
レーンなど)のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを巧ってください）。 

• 本装置の電源コードを化の接巧綜(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコン 
セントに接続しなければな6ない場戸斤。 

• 電源ノイズ(商巧電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置のおく（電源ノイズを発生する装置のおくに設置するときは電源配線の分離やノイズ 
フィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して巧ってください）。 

本体をラックに取りがける手順をと J 下に示します。取り外し手順については、取り付け手順 
の後で説明しています。 

ここでは、 NEC 製のラックまたは他社製ラックへの取り付け手順について説明します。 
NEC 製のラックのうち、 N 8540 -28/29/3 別こ取り付ける場合は、オプションの 「NS 143-35 
ラック取り付け用ブラケット」が企、要です。取り付け手順については、 N 8 143-35 ラック取 
リイ寸け用ブラケットに添付の説明書を参照ずるか、保守サービス会社にお商い合わせくださ 
い。 






装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守6ないと、人が死こずる、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは 、 iii 
ページむ降の説明をご覧ください。 

• 規格がのラックで使用しない 

• 指定 1 U がの場所で使用しない 



A 注意 


AA 

A り 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページむ降の説明をご覧ください。 

• 落下を意 

• 装置を引き出した状態にしない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 


セットアップ 
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取り付け部品の確認 

ラ、ソクへ取りがけるためじ次の部品があることを殖認してください。 



項 蚕 

を称 

数量 

備考 

① 

マウントブラケット ( L ) 

1 

ru と刻 EP されている。 


マウントブラケット ( R ) 

1 

「 R 」 と刻巧されている。 


サポートブラケット 

2 



エクステンションブラケット 

2 



コアナット 

8 



ネジ A 

4 

M 3 ネジ、ネジ部の長さ：日 mm 、 マウ 
ントブラケット ( L )/( R ) を装置に固を 
ずる際に使用する。 


ネジ己 

6 

M 5 ネジ、ネジ部の長さ： 10 mm 、 サポ 
ートブラケットを固をする際に使用す 


ネジ C 

2 

皿ネジ、エクステンションブラケット 
を固定する際に使用ずる。 


お要な工具 

ラックへ取り付けるために'必要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 
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取り付け手順 

次の手順で本体をラックに取りがけます。 

I p-O NE 巳 製のラックの ラち、 N 扫已 40-吕8/吕9/38への 取〇イづけには N81 43-3 已ラック取 0 
付け用ブラケットが必要となりまず。また、取り付けち法については N8143-3 已ラック 
取り付け用ブラケットに添付の説明書をご覧ください。 

• マウントブラケットの取り付け 

1. マウントブラケットのネジ巧と本体側面のネジ巧を含わせる。 

IチェックI 

ブラケットの向きを確認して取りがけてください。本体左側面にマウントブラケット （L)、 ち側 
面にマウントブラケット （R) を取りがけます。それぞれのブラケットに 「L」、「R」 と刻巧があり 
まず。 

2. マウントブラケットをネジ A に本)で本体に固をする。 

3. もう一方の側面(こマウントブラケットを手順1〜2と同じ手順で取りがける。 



セットアップ 
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ラック前面側 


ラック背面側 


コアナットは下側のクリップをラックの四角巧に引っかけてからマ 
イナスドライバなどで上側のクリ、ソプを巧に差し込みまず。 


I チェック I 


ラックの前後、左右に取りかけたコア 
ナツトの高さが同じであることを確誦 
してください。 



• コアナットの取り付け 

サポートブラケットを固をする位置に本装置 I こ添付のコアナットを取り付けまず。コア 
ナットはラックの前面店ちとも）に各2個，背面(左ちとも）に各2個の合計8個取り付け 
まず。 

コアナットは nu (ラックでの高さを表す単位)」の中に2個取り付けてください ( NEC 製の 
ラックでは、 1 U 単位に丸い刻 EP がありまず）。 1 U あたり、ス□ット（ち巧）が3つありま 
す。3つの ス □ットのうち、ラック前面側では下の2つの ス □ットに、ラック背面側では 
上下のス□、ソトにコアナットを取り付けます。 

コアナットはラックの巧側か6取り付けまず。ラックの前面じ取リイ寸けたコアナット 
は、上側が本体のセットスクリューの受けとなります。下側はサポートブラケット前面 
の固をに使用します。背面のコアナツトはサポートブラケット背面の固定用として使わ 
れます。 
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サポートフラケットの取り巧け 

. サポートブラケットの□ックを解除して 
引き延ばず。 



2. くラックの前後の奧行きが700 mrnt (上の場合のみ> 

ラックの前後の奧行きが700 mm 以上の場含のみ W 下の手順を行います。 

( D サポートブラケットの□ックを解除 
してブラケットを分解ずる。 


ブラケツ I 



( D エクステンションブラケットを一方 
のブラケットじ差し込む。 



セットアップ 
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(3) エクステンションブラケットをネジ 
C (1 本)で固をずる。 





ます。これ]:延ばすと外れて 
しまいます。） 






























4. サポートブラケットをまえながら、ネジ 
巨 (3 本)でラックに固をずる。 



© 


0 


3 


喔 


ラック背面側 


ヴポートブラケットのネジ巧はを少上下にず5ずことびできる程度のクリアランスを持つてい 
まず。初めて取り付ける場含は、コアナットのネジ巧がサポートブラケットのネジ穴の中巧に 
位置ずるようにしてか5固定してくださし V もし、装置を取り付けたときに装置の上下に搭載 
している装置にぶつかる場含は、いったん本装置を取り出してサポートプラケットの固定位置 
を調整してください(ぶつかる装置の取り付け位置ち調碧ずる必要がある場合ちあります)。 


已.もう一方のサポートブラケットを手順 1 〜 4 と同じ手順で取り付ける。 


I チェック I 


すでに取りがけているサポートブラケットと同じ高さに取りがけていることを磕認してくださ 
い。 


本体の取り付け 

取り付けは1人でもできますが、なるべく複数をで行うことをお勧めしまず。 


1. 本体前面が手前(こなるようにして持つ。 

2. 本体側面に取り付けたマウントブラケッ 
卜をサポートプラケットに差し込みなが 
らラックへ押し込む。 


装置の上下に搭載している装置にぶつ 
かる場合は、いったん本装置を取り出 
してサポートブラケットの固定位置を 
調璧してください。（ぶつかる装置の取 
り付け位置ち調整ずる必要がある場合 
ちあ0まず)。 



セットアップ 
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• 本体の固定 


1. 本体をラックへ完全に押し込む。 



リユー 
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取り外し手順 


次の手順で本体をラックから取り外します。取り外しは1人でもできますが、なるべく複数 
をで行うことをお勤めします。 


A ま意 


A 
/?\ A 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページむ降の説明をご覧ください。 

• 指を挟まない 

• ラックが不ま定な状態でデバイスをラックか6引き出さない 
• 落下を意 

• 装置を引き出した状態にしない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 
• 動作中に装置をラックか6引さ出さない 


フ□ントべゼルの□ックを解除する。 


命 





2. フ□ントべゼルを取り外す。 

3. 本体の電源を OFF ( POWER ランプ消灯） 
にずる。 


I チェック I 


4. 本体前面にある UID スイッチを押して、 
UID ランプを点なさせる。 

己.本体に接続しているずベてのケープル、 
および電源コードを取り外し、 UID ラン 
プが消财していることを磕認ずる。 


本体背面のケープルや電源コードを取 
り外す前に UID ランプで取り外そうと 
している装置であることを殖認してく 
ださい。 



セットアップ 
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6 . 


前面の左ちじあるセットスクリューをゆ 
るめて、八ンドルを持ってゆっくりと 
ラックから引含化す。 

本体の両端をしっかりと持てる位置(約 
1 5 cm ほど）までゆっくりと静かにラック 
か6引き化してくだきい。 



装置を引き出しずざると、ヴポートブ 
ラケットか6装置が列れて落下ずるお 
それがありまず。 



セツトスクリュー 


セツトスク 


リユー 



ス 本体の左ち底面をしっかりと持って取り外し，じょうぶで平らな化の上に置<。 

lirOira 

I 装置を引き出したまま放置しないでください。必ずラックか5取り列してください。 

ラックの磯構部品ち取り外す場合は，「取り付け手順」を参照して取り外して<ださい。 
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本体をネツトワークに接続しまず。 

ネ、ソトワークケーブルを本体に接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグ 
をコンセントにつなげます。 



R みし巧 



0 A 

装置を安全にお使いいただくために次のミ主意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死こずる、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは 、 iii 
ページむ降の説明をご覧ください。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A ミち意 

A \ 

装置を安全にお使いいただくために次のミ主意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページむ降の説明をご覧ください。 

• 指定ながのコンセントに差し込まない 

• たこ足配線にしない 

• 中途半端に差し込まない 

• 指定ながの電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフ I ースケープルの取り付けや取り列しをしない 

• 指定 1 U がのインタフ I ースケープルを使用しない 



n-O • 本体および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してください。 ON のが態の 
まま接続ずると誤動作や故障の原因となりまず。 

• NECJy 列(ヴードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブルを接続ずる場合 
は、お買い求めの販売店でそれ5の装置が本装置で使用できることをあ5かじめ確認し 
てください。ヴードパーテイの装置の中には本装置で使用でをないものがありまず。 


■： 無停電電源裝置 （UPS) を導入し、電源制御システムの構築を検討されている場合は、お買 

い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください 


セットアップ 
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シリアルインク 
フェース磯器 


クラスタ用ネットワークや 
バックアップ巧ネットワークへ 


I ho に || 


2占 


最後に添付の電源コードを 
コンセントに接続する。 



社内 LAN (イントラ 
ネット）上のネット 
ワークシステム（八ブ 
を介して接続されま 
す） 



八ブ(マルチポートリ 
ピータ） 


^ ネットワークに接続ずる前に次の点じついて磕認してください。 

[1 王を J • LAN のネットワーク設定： 

本装置に割り当てる IP アドレスやネットワーク環境について確認してください。 

• ネットワーク觸器 

必要なルータ、八ブ、ケーブルが準備されていることを確話してください。また ISP と 
の接続に用いるルークもしくはダイ古ルアップルークに、あらかじめインクーネット接 
続に必要な設定を巧い設置しておいてください（イントラネットで用いる場合は必要な 
いことちあ LJ ます）。 

• クライアント PC 


本装置とは別に 、 Windows 2000、 WindowsNT 、 または Windows Me /98/95 のい 
ずれかの邮 indows OS が利用可能なクライアントマシン ( PC ) を用意してください。最 
低限の初期設をを巧うための r 初期導入設定ツール」の実行に利用します。 


じ(上で本体の電源を ON にできる状態じなりました。購入後、初めて本体の電源を ON にする 
場合は、この後の r 初めてのセットアップ」をご覧ください。再セットアップの場合は、60 
ページの「再セツトアップ」を参照してください。 
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初めてのセットアップ 

購入後、初めてシステムをセットアップずる時の手順について順を追って説明します。 


初期導入設定用ディスクの作が 


r 巧期導入設定用ディスク」は装置をインターネット Web / メールサーバとして導入するため 
に最低限必要となる設定情報がなをされたセットアップ用のフ□、ソピーディスクです。 

r 初期導入設定用ディスク」は、添付の初期導入設を用ディスクにある r 初期導人設をツール」 
を使って作成します。初巧導人設走ツールは 、 Windows 2000 、 Windows NT 、 または 
Windows Me /98/95 で動作するコンピュータで動作します。 


ネリ期導入設定プ□グラムの実行と操作の流れ 

Windows マシンを起動して、次の手順に従って初期導人設定用ディスクを作成します。 

1. 机 indows マシンのフ□ッピーディスクドライブじ添付の初期導入設定用ディスクをセットする。 

2. フ□、ソピーディスクドライプ内の r 初期導入設を、ソール ( S ねけ upCorif . exe )」 をエクスプ日ーラな 
どから実行する。 

[ Linux ビルドアップサーパ初期導入設をツール]が起動します。プ□グラムは、ウィザードおまと 
なっており、各ページで設をに必要事項を入力して進んでいきまず。 

必須情報が入力されていない場合や入力情報に誤りがある攝合は、次へ進むときに警告メッセー 
ジが表示されまず。項目を正しく入力し直してください。入力事項については、この後の説明を 
参照してください。 

すべての項目の入力が完了すると、フ□ッピーディスク(こ設を情報を書き化んで終了しまず。 

3. 初期導入設定用ディスクをフ□、ソピーディスクドライブから取り化し、「システムのセットアッ 
プ」に進む。 

初期導入設定用ディスクは再セットアップの隙にも使用します。大切に保管してください。 


セットアップ 
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各入力項目の設定 

[ Linux ビルドアップサーバ初期導人設定ツール]で人力ずる項目について説 S 月します。 


パスワード設定 

システムのセットアップ完了後、管理コン 
ピュータか 6 Web ブラウザを介して，シス 
テムに□グインする際のパスワードを設定 
しまず。この画面にある項目はすべて入力 
しないといけません。 

パスワードは推測されにくく覚えやすいも 
のを用意してください。 

^ パスワードは画面に表示されませ 
I チェック I ん。タイプミスをしないようを意し 
てください。 


設定済みパスワード 

巧めて設定する場合は、同捆の別紙 「 root パスワード」に記載されたパスワードを人力し 
てください。 W 前に設定を行っている場合は、設をされているパスワードを入力してく 
ださい。 

パスワード 

設をするパスワードを人力してください。ここで入力したパスワードは、管理者 ( admin ) 
で□グインする場合にお要となります。パスワードを忘れたり，不正に利用されたりし 
ないように、パスワードの管理は厳重に行ってください。 

なお、パスワードを変更したくない場合は、既存パスワードと同一のパスワードをま斤パ 
スワードとして設走してください。 

パスワード再入力 

パ スワー ドのお認用です。パ スワー ドと同一のものを入力してください。 
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ネットワーク設定〜 LAN ポート1(標準 LAN) 用- 


LAN ポート1 ( 標準 LAN ) のネットワーク設 
定をしまず。[セカンダリネームサーパ]じ （ 
外はおず入力してください。 

ホスト名 ( FQDN ) 

ホストをを入力してください。人力の 
際には、 FQDN のおま（マシンを.ドメ 
インを)のおまで人力してください。ま 
た、英字はずべてル文字で指定して< 
ださい。大文字は使巧できません。 


ファイルの A ル了が 


■ -1 口 1x1 




IP アドレス 

fTss . を03 . 

厂 

.厂 


サブ4ットマスク 

(2 BE ~ . pBB ~ . 

|255~ 

.广 


デコォルトヴートおィ 

( T 33~ . p 03~ . 


■ pT " 


ブライマレネ-ムヴ—バ 

[TSS . [203 . 

|205~ 

■厂 


它カンざレネームヴーバ 厂 . 1 . 

巧目を入力したら「みへの) >」を巧してがさい 

1~ 

.1 ~ 








くなか巨) 

II 

ホへ (N い i 

キャン tz ル1 


IP アドレス 

1 あ目の N に (LAN ポート 1 ( 標準 LAN)) に割り振る IP アドレスを指走してください。 

サブネットマスク 

1 枚目の N に (LAN ポート 1 ( 標準 LAN)) じ割り振るサブネットマスクを指走します。 

ディフォルトゲートウエイ 

ディフォルトゲートウエイの IP アドレスを指をします。 

プライマ U ネームサーバ’ 

プライマリネームサーバの IP アドレスを指をしまず。 

セ カンダ U ネームサーバ 

セカンダリネームサーバが存在ずる場合は、その IP アドレスを指をしまず。 


ネットワーク設定〜 LAN ポート2(拡張 LAN) 用- 


LAN ポート2(拡張 LAN ) のネットワーク設 
定をしまず。使用しない場合は、設走する 
必要はありません。 

IP アドレス 

2枚目の N に ( LAN ポート2(拡張 LAN )) 
に割り振る IP アドレスを指定してくだ 
さい。 

サブネットマスク 

2枚目の N に ( LAN ポート2(拡張 LAN )) 
に割り振るサブネットマスクを指をし 
まず。 


Linu げルドアップヴ-バ巧 W 窜 A 設定ツ-ル 


ファイルのヘルプ(ぶ 


巧? S のネットでータで^フエースの i さ定5行てなす7^項目じデー5を入でしで河 S 3 い， 

邮目のネリトワークイン3フェースの記定を巧りない巧さは、问も入力せずに「ホへ J を巧し 
てください。 


IP アドレス 
サブキットマスク 


巧目を入力したら「ホへ(が >」对口してください 


~キトン t ル J 


セットアップ 
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グループ設定 

実ドメインのグループをを指定してくださ 
い。実ドメインユーザーはこのグループの 
所属じなりまず。全体で15文字 W 内、1女 
字目は英字、2文字目降は英数字と r - (八 
イフン)」で構成される任意の文字列を指定 
できまずが、システムであらかじめ予約さ 
れている J ： 又下の文字列は指定できません。 
また、英字はすべてル文字で指定してくだ 
さい。大女字は使用できません。 


<指定でをない文字列> 

「 00 し bin 、 daemon 、 sys 、 adm 、 tty 、 disk 、 Ip 、 mem 、 kmem 、 wheel' mail 、 
news 、 UUCP 、 man 、 utmp 、 games 、 floppy 、 slocate 、 gopher 、 dip 、 gdm 、 ftp 、 
nobody 、 users 、 wm 、 smbguest 、 public 、 www 、 named 、 console 、 postgres 、 
smb 、 wbmc 、 admin、fml 


4. LinuxI ? ルドア，リブサーバの W 这入 i ををツ—ル 



システム構成条件の設定 


Management Console の動作モードを設 
定します。 

日ードバランスクラスタ構成でセツトアツ 
プずる場合は、 [Web サーバでの □ー ドバ 
ランス構成]を逞がしてください。 

フェイルオーバクラスタ構成でセツトアツ 
プする場合は， [Web サーバ/メールサーバ 
でのフェイルオーバクラスタ構成]を還択 
してください。この場合、ミラー対まの 
パーティシヨンのサイズをあず指をしてく 
ださい。通常は[スタンドア□ン構成]のま 
まで構いません。 
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メール配送の設定 

メール函をの設定をします。ご利用お態に 
合わせて設定してください。 

DNS で配送ずる場合は、 [ DNS で配进を選 
択してください。スマートホストを使用す 
る場合は、[スマートホスト使用]を逞択し 
てください。この場合，スマートホストホ 
ストをを必ず設をして<ださい。あ要に応 
じて直接配送するドメイン名を指をしてく 
ださい。ドメインが複数ある場合は、それ 
ぞれのドメインを1つの半ちスぺースで区 
切って入力してください。 

スマー トホストとは？ 

I ヒント ~1 Firewall が設置されたイントラネット内にメールサーバを設置する場合などは、すべての 
メールを特をのメールサーバを介して配送するか要があります。そのサーバのことを「ス 
マートホスト」と呼びます。スマートホストを使用する場合でも、円 reWall の内側で、イン 
トラネット用の DNS が設置されており、 DNS による配送が可能な場合は、「直}ま配送する 
ドメインち」にイントラネットのドメインちを入力することで Firewall 内に関しては、ス 
マートホストを介さずに配送することができます。 

なお、円 reWall の DMZ (が武装地帯)上のメールサーバのように、特をのドメインにがする配 
送ホストを DNS を巧用せずに静的にミ央をする'丘、要がある場合は、セットアップ完了後、 
Management Console を使用し、メ ールサーバの設をの「静的配送の設を」により設をしま 
す。 



セットアップ 
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システムのセツトアツ 


1. 本体背面の LAN ポート1と LAN ポート2 
(使巧ずる場合）にネットワークケーブル 
が接続されていることを確認する。 


LAN ポート1 


LAN ポート2 


吕.前述の r 初期導入設を用ディスクの作成」 
で作成した初期導入設定用ディスクを3.已 
インチフ □、ソ ピー ディ スクドライブじ 
セツトずる。 




让 


| 「。 1=^~I 


3.5 インチフ□、ソピー 
ディスクドライブ 


3. POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが点财します。 

しばらくすると、初期導入設定用ディス 
クから設を情報を読み取り、自動的に 
セットアップを進めます。2〜3分ほどで 
セツトアップが完了しまず。 

3章を参照してシステムのが態磕認や設 
定蛮更を行ってください。 


敬诚诚诚撒微微城城城诚诚 


が000000000000000000000000000000 


)0。っ。000000〇。〇。〇。〇。〇。〇。〇。〇。〇。 

] 〇 〇 S S 日◎口® 0 


POWER スイ、ソチ 


セットアップの完了が確認でをた5セットした初期導入設定用ディスクをフ□ッピーディスク 
ドライブか5取り出して大切に保管してください。再セツトアップの時に再利用ずることがで 
をまず。 


初期導入設定、ソールで作成した「初期導入設定用ディスク」を使用して、短時間でセットアッ 
プできます。 

セットアップの手順 

じ(下手順でセットアップをします。 

I ; 正しくセッ ト アップできないときは、次ぺージ、および 222 ぺージを参照してください。 
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セットアップに失敗した場合 

システムのセットアップに失敗した場合は、ビープ音を6ずことでユーザーに異常を巧らせ 
ます（自動的に電源が OFF ( POWER ランプ消な)になります)。正常にセ、ソトアップが完了し 
なかった場合は、巧期導入設を用ディスクに書き化される□グファイル riogging . txU の内容 
をコンピュータの r メモ帳」などのツールを使って確認し、再度初期導入設定ツールを使用し 
て初期導入設定用ディスクを作成し直して<ださい。 

<主な□グの出力例> 

■「 Info : completed 」 

- 正常にセットアップが完了した場合に表示されます。 

■ rinfo : quitting with no change 」 

一 初期導人設定ツールを使って再度作成せずに、一度セットアップに使用した初期導 
入設定用ディスクを再使用した場合に表示されます(設をは反巧されません)。 

■「Cannot get authentication : root 」 

-初期導人設を用ディスク中のパスワードの指をに誤りがある場合に表示されます。 

■「 Error : invalid file : / mnt / floppy / linux.autj 

-初期導入設定用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル （ linux . aut ) が正し 
<作成されなかった場合に表示されます。 

■「 Error : cannot open : / mnt / floppy / linux.autj 

- 巧期導入設定用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル （ linux . aut ) が正し 
<作成されなかった場合に表示されます。 

セットアップや運用時のトラブルについての対処を222ページで詳しく説明しています。 


セットアップ 
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□—ドバランスクラスタ構巧のセットアップ 


負荷の高い Web サイトでは、 MailWebServer を複数台と別売の Express 已800/ 
LoadBal 肌 cer をを且み合わせることで、複数の MailWebServer に負荷を分散し、レスポンス 
を高める□ー ドバランスクラスタ環境を構築することができます。 



VI -0 □-ドバランス構成でセットアップした場合は、メールヴーバ機能は使用できません。メー 
ルヴーバを構築ずる場合は、スタンドア□ンまたはフェイルオーバクラスタ構成で運用して 
ぐださい。 


ここでは2台のサーバによる□ー ドバランスクラスタ構成のセットアップちまを解説しま 
す。ネットワーク構成と、それぞれのサーバに割り当てる IP アドレスとホストをは次の図の 
ようになっていると仮定します。 


0 Web サービス巧 
10.0.0.4 
host . nec . co.jp 





③ MailWebServer （スレーブ) 
10.0.0.3 

web_slave.nec.co.Jp 


③ MailWebServer (マスタ） 
10.0.日.2 

weD_master.nec.co.Jp 


クライアント 

コンピュータ 


① Express 日80日/ Load 巨 alancer に割り当てる IP アドレスとホストを。 

⑩ MailWebServer (マスタ）に割り当てる IP アドレスとホスト名。 

③ MailWebServer (スレーブ）じ割り当てる IP アドレスとホスト名。 

□ー ドバランスクラスタ構ぶでは、權数ある MailWebServer のいずれか一台を r マス每サーバ」とずる必要があり 
まず。 Web コンテンツの更新、設定の蛮更などはマスタサーバに対して巧われ.残りのサーバにはマスタサーバ 
の情報が自動でコピーされます（ミラーリング）。コピーされる側のサーバをすべて r スレーブサーバ」と呼びま 
す。マス女サーバがダウンした際は、任意のスレーブサーバをマスクサーバとして巧設定することができます。 


0 Web サービスを提供するための IP アドレスとホストを。 

インクーネットか6アクセスするための IP アドレスでず。実際には、仮想ドメイン作成時に割り当てまず。 

⑥マス每サーパの Management Console にアクセスするための IP アドレスとホストを。 

このホストちを用いると、各サーバの実ホストをに関ね6ず常にマスタサーバの Management Console にアク 
セスすることができまず。 
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まとめると]:^下のようになリます。これらの IP アドレスとホストをは、あらかじめ DNS に 
登録しておく必要があります。ここではずでに登録してあるものとして解説します。 


使用マシン 

IP アドレス 

ホスト名 

① LoadBalancer 

10.0.0.1 

iplb . n 6 c . co.jp 

風 Mail 机 ebServer （マスタ） 

10.0.0.2 

web _ master . nec . co.jp 

(3) Mail 机 ebServer （スレーブ） 

10.0.0.3 

web _ slave . nec . co.jp 

0邮 eb サービス（仮想ドメイン）用 

10.0.0.4 

host . nec . co.jp 

® マスクアクセス用 

10.0.0.5 

webserver . nec . co.jp 


姓意）その伽こ、 Management Console を使用ずるクライアント〕ンピュータ 
(上記とは別の IP アドレスを持つ）がネットワークに接続きれている必要 
がありまず。 

<1□ー ドバランスクラスタ構成のセットアップ例> 

以下の手順で Management Console から設定します。操作はシステム管理者でアクセスし 
てください。 


n-O 実際にセットアップを行う場合は、必ず運用ずるネットワーク構成と同じ状態になるよう各 
装置を接続した後に、セットアップを開始してくだをい。また、設定を巧うずべてのシステ 
ムが起動した状態でセツトアップを巧い、仮想ドメインの追加はクラスタ構成のセツトアツ 
プが完了した後に巧ってください。 


MailWebServerC 台）を□-ドバランス構成としてセットアップする。 
46ページを参照して、 W 下の情報でセツトアップしてください。 


設定項目 

MailWebServer (マスタ） 

MailWebServer (スレーブ） 

パスワード 

同一のパスワード 

ホストを 

web _ master . nec . co.jp 

web _ slave . nec . co.jp 

IP アドレス 

10.0 .0.2 

10.0 .0.3 

構成 

Web サーバでの□ー ドパランス構成 


□-ドバランスの対象となる装置は、同じシステム管理をパスワードを設定しまず。 


2. web _ master . nec . co.jp の Management 
Console にアクセスし、[システム]から 
[□ー ドパランス]ボタンをクリ、ソクず 
る。 


■その他 

システム’语巧...1 

ログ管巧...1 

1 

ネットヮ—ク ... 1 

巧刻設定.. 

J 

バックアッブルストア...1 

它キュリティ... 

」 1 

を巧をパスワー1 

/ . • 

或」 


1 口-ドバランス... 



セットアップ 
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3. 〔■基本設定]内の〔追ぶ]ボタンをクリック 
ずる。 


4. [■ミラーリングサーバの追が]]で j ： rF の 
情報を入力し、[設を]ボタンをクリック 
ずる。 

サーバ を： web _ master . nec . co.jp 
IP アドレス：10.0 .0.2 


已.さらに[追力日]ボタンをクリックして以下 
の情報を入力し、[設を]ボタンをクリッ 
クずる。 

サーバ を： web _ slave . nec . co.jp 
IP アドレス：10.0 .0.3 


6. ミラーリング間隔を設定する。 
ここでは「10」としまず。 


7. 「ホスト名 （ FQDN )」 欄にマスクサーバの 
Management Console にアクセスするた 
めのホストをを人力し、[設を]ボタンを 
クリックする。 

webserver . nec . co.jp 

8. web _ slave . nec . co . jp の Management 
Console にアクセスし、手順之〜7と同じ 
操作をずる。 

3台] U 上の Mail 机 ebServer のクラスタ構 
成でセットアップずる場合は、すべての 
サーバでこれと同様の操作を行いまず。 


サーいる： | web _ master . nec . co . JP 

IP アドレス： [To ~ 


. 0 . 0 . 2 ^^ 


サーノ、名： |web_s I ave. nec. co. j p 


IP アドレス： ITO .0.0 


梦 


枯巧I サーバ 

IP ァドレス!を 1 捐ジ1 ijvJS 

追加 

' 

肖 I 腺 

lwd5_master.nec.co. JP 10.0.0.2 

削除 

|web_s 1 ave. nec .co.jp 

10.0.0.3 


全ヴーバ-質： 



!娩| 


1全サ ー /;—賃： 

\ j ^^\ 


パ IP アドレマスタミフーリング兀サ'最巧ミフーリング 

n 動り . 


_ 1 


l(FOD r 


設定, 


ミラーリング情巧巧得 [ 

即時ミラーリング実行 I 


マスタ亡ット 


T 


マスタ照除] 


ま本設定 


基本設ぞ 


ミラー リング サーバの 追方!] 


ミラー リング サーバの 追力 D 


ーリング揉巧 


基本設定 
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9. web _ master . nec . co.jp の Management 
Console じアクセスし、[システム]から 
[□ー ドパランス〕ボタンをクリツクす 
る。 


_システム’语巧 ... _j 

ネットヮ—ク ...f 

バックアツブルストア... 


J 


音巧をバスワード ...I 


它キュリティ..'」 


お 


-ドバランス…1 


10. [■ミラーリング操作]内の[マスクセット] 
ボタンをクリックする。 



をサ ー/ 貴： 


巧け 

サ ー " 

IP アドレス1マスタミラ-记クが 

脈 is リパ 


追加 1 



苗が 

«b rt 0 ster.nec. 

o.jp10.0.0.2 



肖 崎 

iiieb_slave.nec.a 

Jp 10.0.0.3 I 


招げ Webserver.^ 

.co.jp 





1を定 J 



マスタだット r 


11. 確認メッセージが表示されたら、 [ OK ] ボ 
タンをクリックずる。 

web _ master . nec . co.jp がマスタサーバに 
セットされます。 


Microsoft Internet Explorer 


巧 


自サーバをマスタとして設ミします。よろしいですか？ 
キャン t ル^ 




12. webLSiave . nec . co.jp の Management Console じアクセスし、[システム]か6[システムの再起動] 
ボタンをクリックする。 

3台 W 上の MailWebServer をクラスタ構成でセットアップする場合は、ずべてのスレーブサーバ 
を再起動します。 

13. Express 5800 /LoadBalancer で必要な設ををする。 

詳細は LoadBalancer のマニュアルを参照してください。 

14. LoadBalance 「とずべてのサーパを再起動ずる。 


□-ドバランスクラスタ構成のセツトアツ 
プがすべて正常 I こ終了したら、次の URL で 
マスタサーバ （ web _ master . nec . co . jp ) の 
Management Console にアクセスできま 
ず。 

h ttp :// webse 「 ve 「. nec . co . jp : 50090/ 




茲■基が背。引啟を E 為 d 


■-に |»| 

~ IQ 



ち ] ベージけ53 = 田1 *^& 


セットアップ 
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クラスタ構成では、仮想ド;<インを追力□し 
て運用ずる必要があります。[ドメイン情 
報]から[追力印をクリックして、 t (下の情報 
でドメインを追力□します。 

この情報は、自動でスレーブサーバ 
( web _ slave . nec . co . jp ) に〕ヒーされま 
す。 

ドグインさ!： www.nec.co.Jp 
IP アドレス： 10.0.0.4 


ドメイン情巧追加 


ドメイン I 情$臣 > ド’メィン|情$をを加 [房る][ヘルブ] 



ここで、ミラーリング(マスタサーバからスレーブサーバに自動コピー）される項目と、され 
ない項目がありまず。 j ： jrR こ一覧を示しまず。ミラーリングされない項目に関しては、マス 
クとスレーブで個々に設定してください。 

• ミラーリングされる項目： ド^イン追力刖青報 

ユーザアカウント 

サービスー Web サーバー MIME タイプ 
Management Console 

• ミラーリングされない項目：ネットワーク 

セキュリティ 

サービスの起動終了 

サービスー Web サーバー基本設走： 

サービスーネームサーバ ( named ) 

サービスーファイル転送 ( ftpd ) 

サービスー UNIX ファイル共有 ( nfsd ) 

サービスー Windows ファイル共有 ( smbd ) 

サービスー時刻調整 ( ntpd ) 

サービスーネットワーク管理エージェント ( snmpd ) 

これで以下の URL で Web サービスを提供できる状態になります。 
http :// www . nec . co . jp / 

vr-O • □—ドバランス構成では、低預ドメインで運用を巧ってください。 

ゴ • 初期導入時にスタンドア□ン構成でセットアップした本装置を□ー ドバランス構成へ移 
行ずることはできません。 

• 設定項目の詳細については、画面上の[ヘルスをクリックし、オンラインヘルプを参照 
してぐださい。 

• マスタサーバが 稼動している状態で、 スレーブヴーバ を追加ずる場合、各 ヴーバの 設定 
後に スレーブサーバを 再起動ずることで、 マスタサーバの I 眉報を スレーブサーバに 反映 
ずることびできまず。 

• ミラーリングが開始されると、 Mana 旨 ement Console の動作が遅くなることがあり 
まず。 

• メニューの 「 Mana 旨 ement ConsoleJ の設定を変更した場含は、必ず各スレーブサー 
バの Mana 径 ement Console 画面で[設定]ボタンをクリックしてください。 
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をサーバー覧 : 


揉作 

サーバ 

IP アドレス 

タグ元サーバ u つグ時間 

追加1 


削除1 

web-mast e r . nec . co.jp 

10.0.0.2 

削除1 

web slave . nec . co.jp 

10.0.0.3 



• マスタサーバダウン時に、スレーブサーパをマスタにセットずるち法 

マスタサーバがダウンした樹ま、任意のスレープサーバの Management Console にアク 
セスし、[システム]^ [□— ドバランス]で、[マスタセット]ボタンをクリックしてま斤マス 
タサーバにセットしてください。 

• ダウンしたマスタサーバの復帰ちま 

任意のスレーブサーバを新マスタサーバにセットした後、ダウンしたマスタサーバを再 
び起動してください。自動的にスレーブサーバとして復帰します。 

• □-ドバランス利用時の ftp のアップ□-ドち法 

Loa 祀 alancer 側であ 6 かじめ□-ドバランシングの対まとなる IP アドレス (Web サービ 
ス用の IP アドレス）の ftp ポートに 1) に対して、通信をあずマスタサーバへ転をする設定を 
巧ってください。 

上記設をが完了した後、 FTP サーバを利巧する際は、□ー ドバランシングの対まとなる 
IP アドレスを指をするとマスタサーバへと接続されまずので> マスタサーバに対して ftp 
でのアップ□—ドを巧ってください。 

なお> Loa 祀 alancer への設定ちまの詳細につきましては、 Loa 祀 alancer のマニュアル 
をご覧 < ださい。 

• S ラーリング利用時のま意点 

マスタとなっている サーバ か6ス レー ブとなっている サーバ に対して、データのミ ラー 
リングを巧うことができます。 

ミラーリングは一を周期で巧われます。リアルタイムには更巧されません。 
Man 明 ement Console の[システム]^にードバランス]の項目から、ミラーリングの圍 
隔を設走できます。また、ほ日時ミラーリング実行]ボタンをクリックすることじより、 
ミラーリングを実行ずる機能を持ちます。 


ミラーリング情報取得 


即 B 寺ミラーソング実 i 子 

マスタたット 
マスタ解除 



ラーリングち作 


基本設定 


3 


卜がだ2 

ミリ間ホを D . 


セットアップ 
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フェイルオーバクラスタ構巧のセットアップ 


MailWebServer を複数台用意し 、 CLUSTERPRO Lite ! for Linux と組み合わせて切り替え 
ミラーディスクを構築ずることで、通常動作するサーバに障害が発生してダウンしても、待 
機中のサーバが自動的に処理を引き継ぐ(フェイルオーバ）ようなクラスタ構成を構築ずるこ 
とができます。 


CLUSTERPRO Lite ! for Linux をインストールずるには> 別途 「 Express 已800/ 
MailWebServer CLUSTERPRO Lite ! 導入キット」がお要です。 

クラスタ構成については、ホストをや IP アドレスの割り当て方まにを意事項があります。 
本章では概要を説明します。セットアップの前にはおず 「 CLUSTERPRO システム構築ガイ 
ドアプライアンスサーバ編とトレ、 ソ キングツールデータミラー編」をあず参照してくださ 
し、。 



MailWebServer MailWebServer 


■ I ： 「CLUSTERPRO システム構築ガイド* 1 」の最新版は切下の URL に掲載されています。システ 

1^^ ム構築前に最新版を取り寄せてください。 

- インターネットホームぺージ「それいけ!日8ま船」の[100シリーズメニユ ー] 一 [Linux 関連情綱 

よりダウンロー ドできます。 

NEC インターネット内でのご利用 

http://soreike.wsd.mt.nec.co.jp/ 

NEC インターネット外でのご利用*2 

http://www.soreike.express.nec.co.jp/ 

*1「CLUSTERPRO システム構築ガイド」の入手をを望される場合はお貴い求めの販売 
店へお問い合わせください。 

*2 販売店からのご利用には事前の登録が也、要になります。 
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ここでは代表的なフェイルオーバクラスタ構成について、環境の構築方法や設定方法を解説 
しまず。ネットワーク構成と、それぞれのサーバに割り当てる IP アドレスとホストをは次の 
図のようになっていると仮定しまず。 




① MailWebServer に割り当てる IP アドレスとホスト名。 

② MailWebServer じ割り当てる IP アドレスとホスト名。 

③ Mail / Web サービスを提供するための IP アドレスとホストを。 

IP アドレスは CLUSTERPRO 簡易構藥ディスク（フ□、ソピーディスク）作成時に割り当てたフ□-ティング IP を仮 
想ドメイン作成時に割り当てます。 

CD のの Management Console にアクセスするための IP アドレスとホスト名。 

このホストをを用いると、各サーバの実ホストをに関わ6ず常に①の Management Console にアクセスするこ 
とができます。 


まとめると]: rF のようじなりまず。これらの IP アドレスとホストをは、あらかじめ DNS に登 
録しておく必要があります。ここではすでに登録してあるものとして解説します。 


使用マシン 

IP アドレス 

ホスト名 

① Mail 机 ebSe … er 

10.0.0.1 

hostl.nec.co.jp 

霞 MailWebServer 

10.0.0.2 

host2.nec.co.Jp 

(D Mail / Web サービス（仮想ドメイン）用 

10.0.0.4 

www.nec.co.jp 

④マスタアクセス用 

10.0.0.4 

www.nec.co.jp 


(ミま意）その他に 、 Management Console を使用ずるクライアントコンピュータ（上記 
とは別の IP アドレスを持つ）がネットワーク【こ接続されている必要がありま 
す。 


セットアップ 
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くフェイルオーバクラスタ構成のセットアップ例> 

じ(下の手順で Management Console から設定します。操作はシステム管理者でアクセスし 
てください。 

irO 実際にセットアップを巧う場合は、必ず運巧ずるネットワーク構巧と同じ状態になるよラ各 
装置を接続した後に、セットアップを開始してください。また、設定を巧うずべてのシステ 
ムが起動した状態でセットアップを巧い、仮想ドメインの追加はクラスタ構成のセットアッ 
プび完了した後に巧ってください。 

なお、システムの再インストールから CLUSTERPRO Lite ! のインストールまでは完了して 
いるものとして解説しまず。システムの再インス!ルの詳細は、 「 Express 己80日/ 
MailWebServer CLUSTERPRO Lite ! 導乂キット Ve 「1.0」 を参照してください。 

2台のサーバの初期導入設定用ディスクは、フェイルオーバ構成としてセツトアップしま 


す。 


設定項目 

MailWebServer 

MailWebServer 

パスワード 

同一のパスワード 

ホストを ( FQDN ) 

host 1. nec . co.jp 

host 2. nec . co.jp 

IP アドレス 

10.0.0.1 

10.0.0.2 

構成 

Web サーバ/ Mail サーバでのフェイルオーバクラスタ構成 


ir-O • フェイルオーパの巧象となる各装置には、同じシステム管理ちパスワードを設定してく 
ださい。 

• 2枚目のネットワークインタフェースに未使用の□—カル IP アドレスに LUSTERPRO 
が巧部で使用ずる IP アドレス)を設定しまず。詳しくは、 「 CLUSTERPRO システム構 
築ガイドアプライアンスサーバ編」を参照してください。 

• ホストる（ドメインちを含まない）は1己文字 1 U 内に設定してくだをい。 

• プライマリネームサーバに自分自身を設定した場合、切り曾えミラーディスクの構築に 
失敗ずる可能性びありまず。別に DNS サーパを設けることをお勧めしまず。 


1 .host 1 . nec . co.Jp の Manegement 
Console に 「 CLUSTERPRO 簡易構築 
ディスク （ FD )」（ rCLSUTERPRO システ 
ム構築ボイドアプライアンスサーバ編と 
トレ、ソキングツールミラーディスク編」 
を参照）をセットして、 l ； CLUSTERPRO ] 
か6[クラスタ構成管理]を選択し、[クラ 
スク生成]ボタンをクリックする。 

M-oira 

CLUSTERPRO 簡易構築ディスク 
( FD ) 作成でミラーパーティシヨン情報 
の生成は、パーティシヨンデバイスさ 
「/ dev / hdb 2、 マウントポイント|7 
nmt / mirrorlJ で入力してください。 
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2. hos り. nec . co . jp から CLUSTERPRO 簡易構築ディスク （ FD ) を取り化して 、 Management 
Console の[システム]か6[システム再起動]ボクンをクリ、ソクしてマシンを再起動する。 

3. 再起動の完了を確誦禮、 host 2. nec . co . jp の Management Console で同様(こマシンを再起動ず 
る。 

再起動の磕認は Management Console の [ CLUSTERPRO ] か6[クラスタ状態監欄を選択して状 
態監視用のコンテンツが表示されることを目安じして半!!断してください。 

4. CLUSTERPRO マネージャでクラス女情報を登録ずる。 

「 CLSUTERPRO システム構築ガイドアプライアンスサーバ編」を参照してください。 

この時 CLUSTERPRO マネージャで切り換えミラーディスクの再構築が行われている可能性があ 
りますが、そのまま次の手順に進んで構いません。 

己. host 1. nec . co . jp の Manegement Console でクラスタ関連を設定ずる。 

CLUSTERPRO マネージヤでフェイルオーバグループがを在している必要があります。 


a [システム]か6[フェイルオーバ]ポク 
ンをクリックする。 

b . IP アドレス欄に2台の本装置のホスト 
をに対ずる IP アドレス （ host 1: 
10.0.0.1. host 2; 10.0 .0.2) を入力 
する。 


!■ その他 1 

システム'ちが.. 1 


ロヴ昔巧.. 1 

ネットワ—ク 1 


巧别設定.. . 1 

バックアッブルストア... 1 たキュリティ... 1 

1 WEBMAIL ライたンス… 1 

•に 

、ィ C" 1、】 -‘J lUJ.- 1 

菅巧をバスワード... 1 

た 

フェイルす-パ... ij 




初期導入設定巧ディスクで設定したも 
のと同じ IP アドレスを入力してくださ 
い。 


ホストを CFQDN ) に CLUSTERPRO 
簡易構藥ディスク ( FD ) で設をした仮 
想 IP アドレスに対応する仮想ホスト 
をを FQDN ( www . nec . co . jp ) で入力 
ずる。 


d . [設定〕ボタンをクリックする。 


フェイルオーハ基本設定 


全ヴ ー/ ^一覧: 


1サーバ 

IP アドレス 

hosti 

い 0.0 .0.1 

host 2 

110.0 .0.2 


フエイルオー；^、クルーブ： MailGroupl 
ディスク： / mnt/mirrorl 

ホストを ( FQDN ) : lwww . nec . co.jp ' 




セットアップ 
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6. CLUSTERPRO マネージャで切り換えミラーディスクの再構築が完了後、フェイルオーバグルー 
プを hos 怯. nec . co . jp に移動ずる。 

CLUSTERPRO マネージャの操作方法については rCLSUTERPRO システム構襲ガイド GUI 編」を 
参照してください。 

7. hos に. nec . co . jp で手順日と同じ操作をずる。 

8. CLUSTERPRO マネージャで、フェイルオーバグループを host 1. nec . co . jp (こ移動ずる（元に戻 
ず)。 

日.仮想ドメインを作成ずる。 


仮想ホストを （ www . nec . co . jp ) の 
Manegement Console にアクセスできま 
す。クラスク構成では、仮想ドメインを 
追化して運用ずる必要があります。[ドメ 
イン情報]から[追力日]ボタンをクリックし 
て、じ(下の情報でドメインを追力□しま 
ず。 

ドメインを： nec . co.jp 
IP アドレス：10.0 .0.4 
机 EB サーバを： www . nec . co.jp 

詳細な手順は「ドメイン情報」を参照して 
ください。 


■ 化巧ドメイン情巧追加 

' ド共。を： 

jnec.co.jp ’ 

グルーブ名： 

卜 ec i 

IP アドレス： 

110.0 .0.4 -J 

WEB サーバを： 

|«vn>n.nec.co.jp 

[WEB 関還 


WEB アケ巴げートま号： 

100 . 

WEB アケじけ;ートま号 SSL 巧用睛： 

ド 43 

内距獅 a- ザ最大な： 

P 

【MAIL 関画 


I MAIL (—人み)格 S がィス烛き OvB): 


Vacation 機能： 

ロ メールの自動遍信を許可する 

[サイス関連】 


「 TELN 口/ SSH の使用を許可する 


口 FTP の使用を許巧する 


广 anonymous FTP の使用を許可する 


【その他] 


ド別ン登强ユーザ最大な： 

1。 

ドイイン使用ユーザ向けディスク最大宮彰 MB) : 

: )1000 

説日月： 

I 

國 



これで、 ]：> (下の URL で Web サービスを提供できる状態となりまず。 
http :// www . nec . co . jp / 

また、じ(下の操作を行うことでクライアントからの;<ールの送受信が可能となります。 
仮想ホスト名 ( www . nec . co . jp ) の Manegement Console にアクセスし、 [ ドメイン情報]から 
[管理画面]ボタンでドメイン管理者画面に移動し、ューザを追力□します。そして^-ルクラ 
イアントでじ(下の設定をずることで、メールの送受信(ューザを @ www . nec . co . jp ) が巧能と 
なります。 

— SMTP サーバ： 仮想ホストの FQDN ( www . nec . co . jp ) 

— PC ) P 3/ IMAP 4 サーバ：仮想ホストの FQDN ( www . nec . co . jp ) 

— WE 目 MAIL の URL : http :// www . nec . co . jp : 10080 / webmail / 

https :// www . nec . co . jp : 10443 / webmail / 
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ここで、フェイルオーバされる項目とされない項目があります。 W 下に一覽を示します。 
フェイルオーバされない項目に関しては、各サーバで個々に設定してください。なお、 
Management Console が操作巧能な項目で以下にない場合は、フェイルオーパされない項 
目にな U まず。 

• フェイルオーバされる項目： ドメイン追力□情報 

ユーザ アカウント 

サービスーメールサーバ (sendmail/popd/imapd/mail-httpd) 
サービス ー Web サーバ (h 打 pd) 

Management Console 

• フェイルオーバされない項目；ネットワーク 

セキュリティ 

サービスの起動終了 

サー ビス ーネー ムサーパ (named) 

サービスーファイル転送 (ftpd) 

サービスー UNIX ファイル共有 (nfsd) 

サービスー Windows ファイル共有 (smbd) 

サービスー時 刻調整 (ntpd) 

サービスーネットワーク管理エージエント (snmpd) 


n-O • フ I イルオーバクラスタ構成では、仮想ドメインで運用してください。 

胃 a • 設定 I 具目の詳細については、画面上の[ヘルプ]をク U ックし、オンラインヘルプを参照 
して < ださい。 


セットアップ 
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ESMPR 日/ ServerAgent のセットアップ 


ESMPRO / ServerAgent は化荷時にインストール済みですが、固有の設定がされていませ 
ん。目章を参照してセットアップしてください。 


システム情報のバックアッ 


システムのセットアップが終了した後，添付の r 保守-管理ツール CD - ROM 」 にあるオフライ 
ン保守ユーティリティを使って，システム情報をバックアップずることをお勧めしまず。 
システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをしてください。 

M-O な守-管理ツール CD - ROM か6システムを起動して操作しまず。な守-管理ツール CD - 
ROM 占、弓起動させるためには、事前にセットアップび必要でず。4章を参照して準備して 
ぐださい。 

1. 3.5 インチフ□ッピーディスクを用意する。 

吕.本体に添付の r 保守-管理ツール CD - ROM 」 から「オフライン保守ユーティリティ」を起動ずる。 
「保守.管理ツール CD - ROM 」 の使い方については4章を参照してください。 

3. [システム情報の管 S ] か6[退避]を選択する。 

W 降は画面に表示されるメ、ソセージに従って処 S を進めてください。 


続いて管理コンピユータに本装置を監視-管理するアプリケーシヨンをインストールしま 
す。次ページを参照してください。 


セキュリティパッチの適用 


最新のセキュリティパ、ソチは、下の URL よりダウン□ー ド可能でず。 


http ：// www . express . nec . co .) p / care / index.asp 


定巧的に参照し、適用することをお勧めします。 
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管巧コンピユータのセットアップ 

本装置をネットワーク上のコンピユータから管理-監視するためのアプリケーシヨンとして、 rESMPRO / 
ServerManager 」 と fManagement Workstation Application ( MWA ) 」が用意されています。 

これ6のアプリケーシヨンを管理コンピユータにインストールずることによりシステムの管理が容易にな 
るだけでなく、システム全体の信頼性を向上することができまず。 


ESMPRO / ServerManager のインストールについては5章を参照してセットアップしてください。 

MWA のインス I ルについては4章、または保守-管理ツール CD - ROM 内のオンラインドキュメントを参 
照してください。 


セットアップ 


已9 



再セットアップ 

再セットアップとは、システムクラッシュなどの原因でシステムが起動できなくなった場合などに、添付 
の r バックアップ CD - ROM 」 を使って八ードディスクを化荷時の状態に房してシステムを起動できるように 
ずるものです。じ(下の手順で再セットアップをしてください。 



ンの作巧 


r 保守用パーティション」とは、装置の維持-管理を行うためのユーティリティを格納ずるた 
めのパーティションで， 16 MB 程をの領域を内蔵八ードディスク上へお保します。 
システムの信頼性を向上するためにも保守用パーティションを作成することをお勃めしま 
ず。 

保守巧パーティションは、添付の r 保守.管理ツール CD - ROM 」 を使って作成します。詳しく 
は第4章を参照してください。 

保守用パーティションを作成するプ□セスで保守用パーティションへ自動的にインストール 
されるユーティリティは，「システム診断ユーティリティ」と r オフライン保ずユーティリ 
ティ」でず。 


再セットアップモードへの変更 


本装置は、システムの起動が正常に行われたかどうか常に監視をし、起動に失敗した場合は 
システムの再起動を試みる機能が備わっています。再インストール中は、システム起動監視 
機能を無効にずる必要があります。 

本機能の有効/無効は、添がの r 保ず•管理ツール CD - ROM 」 を使って変更しまず。詳し< 
は、4章を参照してください。 

I H -0 再セットアップが完了した5、システム起動監視機能を有効に戻して<ださい。 

6 ^ 
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システムの再インストール 


I H-O 再インストールを行うと、サーバ巧の全データび消去をれ、出荷時の状態に戻りまず。必要 
なデータびヴーバ巧に残っている場合、データをバックアップしてか6再インス!ルを実 
行してください。 

再インストールには、本体添付のバックアップ CD - ROM とバックアップ CD - ROM 用インス 
トールディスクがみ要です。 

「バックアップ CD - ROM 用インス I — ルディスク」を 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブ 
に、 r バックアップ CD - ROM 」 を CD - ROM ドライブにそれぞれ挿人し、 POWER スイッチを押 
して電源を ON にします。 


Uvn 


このとき、前面のシリアルポート2に OM 2) に管理コンピユータを19,200 bps の転送速度で 
接続すると、管理コンピュータからログを参照することができます。 


しば6 くすると r バックアップ CD - ROM 用インス!ルディスク」か6設を情報を読み取り、 
自動的にインストールを実行します。 

I H -0 このとき、確認等は一切行われずにインストール作業び開始されるため、十がま意してくだ 
B ま3 さい。 


が)30分程度でインストールが完了します。インストールが完了したら、 CD - ROM が自動的 
にイジェクトされまず。 CD - ROM とフ□、ソピーディスクの両方をドライブか6取り化してく 
ださい。 

40分 W 上待っても、 CD - ROM がイジェクトされず， CD-ROM への アクセスも行われていな 
い場合は再インス!ルに失敗している可能性があります。リセットして、 CD - ROM / フ 
□、ソピーディスクをセットし直して再度インス!'―ルを試みてください。それでもインス 
トールできない場合は、保ずサービス会社、またはお買い上げの目反売店までご連絡<ださ 
い。 


初期導入設定用ディスクの作が 


前述の r 初期導入設定用ディスクの作成」を参照して<ださい。ずでじ初期導入設定用ディス 
クを作成している場合は、パスワード情報の設をのみ再度設定し直して<ださい。ただし、 
設定内容を変えたいときは、巧たに初期導入用設定ディスクを作り直してください。 


システムのセツトアツ 



前述の r システムのセットアップ」を参照してください。 


セットアップ 
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□—ドバランスクラスタ構巧のセットアップ 


前述の r □—ドバランスクラスタ構成のセットアップ」を参照してください。 


フェイルオーバラスタ構巧のセツトアツ 



前述の r フェイルオーバクラスタ構成のセットアップ」を参照してください。 


ESMPRO / ServerAgent のセツトアツ 


r システムの再インストール」で ESMPRO / ServerAgent は自動的にインストールされまず 
が、固有の設定がされていません。5章を参照してセットアップしてください。 


セキュリティパッチの適用 


最新のセキュリティパ、ソチは、 iU 下の URL よりダウン□-ド巧能でず。 

http :// www . express . nec . co . jp / care / index.asp 
定期的に参照し，適用することをお勤めします。 
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